
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

前 期 後 半 開 始 日 

 令和２年８月２４日 No.１１ 

佐 世 保 市 立 赤 崎 小 学 校 

学 校 通 信 

文責 校長 鶴田 和久 

前期後半が始まりました。 
本日、令和２年度前期後半開始の日、放送朝会において、子どもたちへ以下のことを話しま

した。 

今日からは前期後半のスタートです。 
前期後半は、８月２４日から１０月 
９日までです。 
新しい学年になった４月からの学習 
のまとめをしっかりとがんばりましょう。 
まずは、自分自身の前期のめあてを 
もう一度振り返りましょう。 
１０月９日までの間に学校へ登校す 
る日は、今日を入れて３３日間です。 
 
あわてる必要はありませんが、 
じっとしていても何も始まりません。 
できるところから、少しずつ。 
まず始めてみましょう！ 
 
さいごに、校長先生が好きな詩の一つ、東井義雄（とうい・よしお）さんの「心のスイッチ」

という詩を紹介します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
コロナウイルスもですが、まだまだ暑い日が続きそうです。 
熱中症にも気を付けながら、けじめある楽しい学校生活がおくれるようにしましょう。 
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 夏休みが終わり、学校へ子どもたちが戻ってきました。早速、教室や運動場から賑やかな子

どもたちの声が響いてきています。今のところ、夏休み期間中の子どもたちにかかわる大きな

事件や事故の連絡は受けていません。ご家庭や地域の皆様方の子どもたちに対する見守りにあ

りがたく感謝をしています。 
さて、前期後半のスタート。８月２４日から１０月９日までの期間は、前期における学習の

まとめを行っていく時期となります。国語や算数といった教科学習もそうですが、まずは、年

度の最初に子どもたちと約束をした「静と動のけじめの大切さ」や「あいさつ」、「周りの人へ

の思いやりのある言葉づかい」、「それぞれの学級でのきまり」といった、４月から学習してき

たことをもう一度確かめながら始めていくことが大切だと考えています。８月２８日までの最

初の一週間でしっかりとていねいにこれらのことを確認し、学習を進めていくことになりま

す。 
その際の前提となるのが、健康な体です。 
例年はこのころになると朝夕は幾分涼しさが感じられるようになり、秋の訪れを感じていた

のですが、今年に関して言えば、日中だけではなく、朝夕もまだまだ日差しが厳しく、疲労の

度合いが違うように感じています。（年齢のせいばかりではないと思っているのですが・・・） 
 夏休み期間中同様、ご家庭におかれましては、規則正しい生活について、今後とも子どもた

ちへの声かけをはじめとした見守りをお願いします。 

８月８日（土）、午前８時からイモ畑の整備作業（草刈り）が、赤崎小学校おやじの会の

みなさんの手で行われました。収穫されたイモは、例年であれば「赤崎祭」でふるまわれ

ていたそうですが、今年度に関しては、コロナウイルス感染拡大防止のため、例年通りの

開催は難しいと形をかえて実施する予定であるため、どのような形になるのかは未定との

ことですが、赤崎小学校の子どもたちへ何かの形で役立ててもらいたいということで、ご

尽力をしていただいています。暑い中、本当にありがとうございました。 

秋の収穫まで、まだまだこの先、いろいろとお手数をおかけすると思いますが、どうぞ

よろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ありがとうございました 


